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ウオルテアｰのアンドゥラ大学からノ･イデラバｰドに

帰り10月はじめ第二学期が始まると共に再ぴオスマ

ニア大学の教壇に立った.前学期がら引続く地震探査

･重力探査および地震学･火山学の講義の他に地球内部

構造に関する輪講も加えることにした.この輪講には

M.N.R.A.Sはじめグｰテンヘノレグ･リヒタｰハ

イスカｰネン･マイネスのTheEarthandItsGravity

Field,トマシェツク(HandbuchderGeophysik)および

Jouma〕oftheEarth等数多くの文献図書を用いた.

この他に弾性および熱に関する物理実験を実習として受

持ったことは前にもしるした通りである.この頃にな

ると共同研究としてはじめて手につけた仕事が少し

づつ実のり始めてきた.すなわち例えば重力計は

differentialphotocellにgalvanometerをつ杜いて手づ

くりの自記記録式にしたのであるがこれが存外う巌く

いって確実に地殻潮汐を記録し地震によって起される

地球の振動も記録で慧るようにたった.もちろんう

まくゆくようになる凌てにはAstaticmagnetや地震夢)

増幅器をつくる時と同様幾度も失敗したがこの様な仕

事の過程が以外に多くの入念の印象に残ったようであ

る.この頃ボンベイからメノン教授が高層気象や放

メノン教授がハイデラバｰドで実験した上空測定用気球

イ

ンド(二派して

一村ヨｰロッパの物理探査一

(その3)

早川正巳

射能測定用の大きな気球をあげるため大学にこられた

がその時有名なラマナｰゼン教授(Dr.K.R.Rama-

nathan)も同行され私はバラクリシュナ博士の家で度

々これらの科学者と目印の科学上の交流について意見の

交換をすることができた.私が｢火山｣についての原

稿を英語で書きそれがピンズ語に訳されて教科書にな

る校正刷ができたのもこの時分であった.

10月も末に匁るとノ･イデラバｰドの気候は一段とし

のぎよくなってきた.目中平均25｡夜は17･1駅まで

下りしかも度々いったようにここでは湿度が低いた

めインドにいるとは思えないような全く素晴しい住み

心地を味わうことができた.この1O月末から11月はじ

めの1O目間暇をさいてニュｰデリｰからテｰラドゥン

(Dehra.Dun)ルｰルキｰ(R00rkee)を旅行すること

にした.これはインド到着以来久し振りの北方への旅

行であって朝ボンｰべrに飛びそれから夜間飛行でニ

ュｰデリｰに向った剖ニュｰデリｰから先はバラクリ

ンユナ博士と行動を共にした.ハイデラバｰドをはな

れまず入国の際に一度立ち寄一二,たボンベｰについたが

やはり平地の海津だけあって繊度は相当高く緯度では

ハイデラバｰドより北に位置するにもかかわらず非常

国立物理学研究所(ニュｰデリｰ)�
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クリシュナン1'専･上

にむし暑く感じた.休､富､をとて､たAirlineHote1など

は全館エアコンディジョンされてあったのはもちろんで

ある.ボンベイをおとずれたおもな目的は12月のヨ

ｰロッパ行きのビザ等の手続きをすることで領事館で

は吉岡公使はじめ館員の方が親切に便宜を計って下され

異国でしみじみと人の情に感謝したのであった.

ボンベｰからテガフｰル(Nagpur)経由ニュｰデリ

ｰまでの夜間飛行機はジェットエンジンプロペラのパ

イカウントで(目木でも今日では国内線にもこれが使われ

ているところがあるが)なかなか快的な旅行であった.

ニュｰデリｰではハイデラバｰドクラブ(公館)に泊っ

た.ここもハfデラバｰドと比べると緯度は北なのに

平地のためか未だ日本の夏のようだ気温でクラブはも

ちろんエアコンディジョンにしてあった.そしてまず

NationalPhysica1Laboratoryをたずねた.ここはイ

ンドにおいては前回にしるしたバンガロｰのIndian

InstituteOfScienceと並び称せられる有名祖研究所で

所長のクリシュナン(sirK.s.Krishnan)博士の下に

数多くの優秀な学者が研究に従事していた.クリシュ

ナン博士は電磁気学の大家でおめにかかった時はたし

か65才だったとおぼえているが私が1ヨ本へ帰国界却,し

臓麻療で亡くなられた曲私が部扇へおじゃ茨したlrは

机の.1.二の計算用紙の秘処に横分､汁算のや{灯削一がなざ

れていてそグ)様平がいまだに顕にこびザ1)いていて一忘

れることができたい.おひるに豪華な酋欧風の印度料

理を御馳走になリ江がらUppermantleについての種々

の話受されまた至961年の京都で催される電磁気の学

会にはぜひ出猟したい匁どとい､､ておられたが合すでに

亡く全たくイジ初学箏ゆた艇)いやインドばか1)で

なく世粋の物理学路のだ叔)借し象れてな爵､ない.おひ

るから一団1中谷研究室の中を案内して下さった｡研

究室のおもなものを次に列記ナる苗

ωWeightsandMeasures(度量衡)

(2)AppliedMechanies(応用力学)

13〕HeatandPower(一熱学)

(4)Opties(光学)

(5)E1ectricity(電気)

(6)Electronics(弱電)

17)Acoustics(音響)

(8)IndustrialPhysics(工業物理)

(9)Ana1yticalchemistry(分析化学)

これらの中で印象に残ったもの2,3について述べよう.

1ユ)Weight8anOMe棚㎜r朗では水銀アイソトｰプ燈

が度量衡検定用の目的でwave-lengthStandardとし

て用いられていた

(3)脆批anδ恥werでは太陽熱の利用

(6)亙互㏄缶｡n量6目の部門においてはmicrowave範囲の

誘電体の研究

17)A60u回旋gでは音波と熱エネルギｰの等量測定･液

体中の超音波の吸収周波数による吸収係数の変化超

音波の速度と化学成分の関係等なかなか活気のある研

究が行なわれていた

一方これらの研究室とは別に低温物理の研究室があ

書)そこでは低温下での金属結晶の磁気的性質各種金.1

タジノ､ル

グジマ

'､一ノレ

ダジマハｰルの飾庭�
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RedFort(赤い城)赤い砂岩でできている

アグラ(クシマハｰルの近く)

属の比熱測定金属の格子力学と電子論熱膨脹の測定

等カミなされていた.またこの研究所の付属機関とし

てI.N.S.D.O.CというものがありこれらはIndian

Nationa1ScientificDOcum㎝tationCenterの略文字

で日本でも同じよう校主旨のことカミ行なわれているが科

学文献のリストをつくり裏たコピｰをとったり英

語以外で書かれた科学文献等のサｰビスをしていた図書

館講堂等まことに立派なもので私はここで一目

アンドゥラ大学やバンガロｰのIndianInstituteof

Scienceで行なったと同じ｡よう放講演を行なった.ち

ょっとよそ道にそれるが一体インドにはこの研究所の

他に有名な研究所ではどんたものがあるか参考までに

しるしてみよう.

(研究所のある場所)

Indian1nstituteofSc量ence･････････…(Bangalore)

(インド理化学研究所)

NationalChemica1Laboratory･････････…(Poona)

(国立化学研究所)

Natヨ｡nalMetallurgicalLaboratory･･(Jamshedpur)

(国立冶金研究所)

Centra1Fue1ResearchInstitute･一･･･…(Jealgora)

(中央燃料研究所)

CentraICeramicResearchInstitute……(Calc絨毛籔)

(中央窯業研究所)

Cent獺至貧｡odTechno1ogicalResearchInstitut餐一

(中央食料研究所)(My嚢搬)

c搬室獺至汰鴫馳鮒鮒必至蝸眺滅ピ川川(し乱1餐1ζ鴛む鰍)

(申來薬学研究所)

c棚定獺童測鮒室郷･c虹舶ユica至馳雛雛磁歪鵬破泌餐告≡

(申典鷺氣化学研究所)(鮎臓…二ζ見豆三)

賄畑鰯至馳蹴醐hL沁◎獺耐y……(A1湖餐aab鼠d)

(物理研究所)

C㎝tralL鯛t呈撒鮎舵aτChIi}銚itute……(晩伽鯛)

(中央皮革研究所)

CentraiBu主亘d五ngResearch亙鮎愉磁竈一一(災｡o泳雛)

(中央建築研究所)

CentralRoadResearchInstitute…一一(秘饗聯D婁…b1)

(中央道路研究所)

CentralElectronicsEngineering買繍.Inst､･･･…

(中央弱電技術研究所)(Pilani､)

CentralMiningResearchInstitut餐……(肋mbad)

(中央鉱業研究所)

IndianInst.forBiochemistry&服p,Medicine･･

(インド生化学･実験薬学研究所)(Calcutta)

IndianInstituteofTechnology……(Kh鮒鴎脾r)

(インド技術研究所)

等でまだあるかも知れない.二楓一デリｰでは.

N兄tiOna1Phys三｡a1LabOratOryのはか私はバラクリシ

ュナ博士と共にこれら研究所の世話役をしている科学技

術会議C.S.I.R(ComcilofScientific&Industrial

Research)の議長チンダマンデシュムク博士(Dr.C.

D.Deshmukh)のお宅やインドにおける地質学の第一人

者ワディア博士(Dr.Wadia)のお宅に招かれた.

デシュムク議長は日本にも来られたことがあり大の日

本びいきで日本の片仮名の名刺もつくっておられ長時

間打ちとけた雰囲気でインドの地球物理について話し合

った後甫インドに国立の地球物理研究所をつくっては

どうかという話と怒りそれについて私に色々と意見を

求められた.(なおこれは後になって私が帰国後ハイ

デラバｰドに実現するところとなったそして近き将来できれ

ば日本の地球物理学者も招きたいという意図をうかがい心の

中でとても感謝しているのである)

ワディア博士はすでに80才有名な“Geo1ogyOf

India"の著者であるカミ目本にもECAFE会議で来ら

れたことがあり共によもやまの話に打ち興じた.た

おノ'イデラバｰドのオスマニア大学での私の仕事をバ

ラクリシュナ博士から聞かれて国立の地球物理研究所

ができた場合には如何なる援助もおしまたいと非常に私

嚢…

石油探査に適する堆積盆地分布図α三andNaturas

GasCommiss1onにおける石油･天然ガス委員会の調

養地響印は1959～1960�
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たちを勇気づけられた.

ニュｰデリｰ滞在中に一1]休暇をとって有名なタジマ

ハｰルを見にいくことにした.タジマハｰルはすでに

説明の必要は粗いことと思うがニュｰデリｰから南東

約200㎞のところにありインド旅行には欠くことので

きない観光地の一つである.この宮殿はムガｰル王朝

の英主シャｰ･シャハン帝が愛妃の死をかなしみ全帝国

の財宝と美術工芸の限りをつくし1633年から20数年の

歳月を費やして完成したものである1建物は大理石が

おもでそれに雲母宝石象牙がくみこまれていて

その巧妙さは驚くに値する.この大理石の建物は前庭

の池にその姿を反映しておりまた月夜の晩はその

光景がとくに素晴らしいといわれている.300年前の

文化かしのばれてしばし感無量のものがあった.ニ

ュｰデリｰからここへは車で片道約3時間半のドライ

ブをし日帰りの旅を味わった.途中蛇使いの笛の音

にあわせてコブラの踊るのをみた.翌日ニュｰデリｰ

を後に北方のテｰラドゥンに向かった.ここでははじ

めてインドの汽車にのった.インドの鉄道は大部分国

有であるがゲｰジがまちまちで長距離旅行には数回乗

り替える覚悟でいかなけれぱならない.等級は特等

(air-conditionedc1ass)の他に1.2,3.等があるが

奇異に感ずることはその何れのクラスの客車も窓の外

に10㎝間隔位で鉄の柵がつけてあることであった.き

いてみるとこれは不時の停車の際猛獣や強盗の攻撃

をうけないためにとのことであった.今どきこのよう

なものは過去の遺物と考えられる.2.3.等の客車内

部は多少ごみごみしているが1等以上は夜は寝台車と

なりふつう1つのコンパｰトメントには4つの寝台が

つき(特等は2つ)トイレットやシャワｰがついてい

る.私たちは暑い夜中の汽車で十分の睡眠をとるため

ソ連製地震探鉱濃

(配線はアメリカ研｣緒械と大同小蜂)

特等車を選んだ.これはながたか豪華なもので1つ

のコンパｰトメントの中は向かい合せにソファ(ベッド)

があリまん中に小さなテｰブルがおかれボｰイが朝

部屋に食事を運んでくる.もちろんエアコンデでシ

ョンで十分睡眠をとることができた.

朝早くテｰラドゥンにつき目的地の1つであるOi1

andNaturalGasCommissionを訪ずれDirectorOf

GeoPhysicsのラマチャシドラ1ラオ博士(Dr.Rama

chandraRac)にお目にかかった.ここで2日間滞在

した.ここは現在インドの石油開発の非常に大きな

部門を占めておリ半官半民の組織で1955年の創立にか

かるので目はなお浅いが約3ヨ000余りの人たちが働

いておリその中地質関係が約1司000名物理探査関係

約800名とみれば間違いはないであろう.目下この

OilandNatura1G現sCommissionにはソビエト

アメリカドイツス｡イス等から10名ばかりの技師がき

ており物理探査の新しい技術の導入に余念がない.

現在常時地震探査13班重力ならびに磁力9班電

気探査および物理検層5班それにさらに数班が予備的

に出られる仕組みにボニ､ている曲機械はもっぱらソ連

アメリ凶禦であ㌣､た､なお整備二1二揚も立派なW)をも

っておi)地驚探査グ)受振紫等は既に試イ卿)段階をす芽

ていた.一方創立2年員に峯ヨたる蝸6年コ潭ンボプ

ランによ1)カナダの会社によ･:=､てネパｰル国(ハ東南か

ソ連製地震探査爆破作孔器と受振織�
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実に美しい反射相が地下2～3k瓜のところに続いてあら

われていた.これはおそらく爆発孔受振点あるいは

記録部分についての新い喉術一カ1)バタ山ンシュ…

テイング受振器のグルｰビング記録部分の増幅器ア

ウトプットのミクシング綿をう巌く純み合わせてかくも

素晴らしい記録をえたのであるうと思いこれらの群綱

について聞いてみた誼ところが答は案に梱異して彼

等はほとんどそのような技術を期いずごくありふれた

普通の方法でこれ､だけの記録をえたとのことであった昔

しかしこれはよく考えてみればあるいは当然のこと

かも知れ,扱い肚というのは実は地下構造が巨1本のよう

に複雑でないので何も技術的にそんたに苦労することは

なくて結局割合容易に地下からの反射層を得られたの

であったと考えられる.その証拠といっては大げさに

なるかも知れ狂いがその後テｰラドゥンキャンベイ

の中間位のところにある砂漠地帯において行なった地震

探査では上のような美しい反射相は容易に得られ粗かっ

た由である.そこベド･イツからPRAKLAの地震探査

班がはいり上記のよう柱種々の技術を用いて最後に

よい反射記録を得た.

このよう匁ことは今後のOilandNat岨alGasCom.

miSSiOnの行き方に大きな考え方を提供するもので私

の滞在中の討論会に幹部の方と話し合う技術懇談会が用

意された理由の1つもうかがえるような気がした.

私はこれらの会合において地震探査の新しい技術につ

いて話すのは勿論最近の海の調査つまり重力や地震

スパｰカｰ等についても説明した.これらの会合には

勿論外国の技師の人達も加わっていたが今までこの

ような技術関係の日本の実状を知らなか一,たこともあっ

たせいか非常に反響があったように思われた.そし

て彼等が将来技術的困難に出あった時には地下構造

の複雑な日本で行祖われている種々の技術を教わリたい

と虚心たんかv'に辛され責任を感じたのであった.

ともかくこのOilandNaturalGasCommissionは

インドにおける石油調査および開発については重要な位

置にあるのはもちろんであるがインドの地球物理学の

進歩にも大き租貢献をなしている.このことは地球物

理学の出版物をみてもよく分る.ここでインドの地球

物理学関係の仕事は何を見れば簡単に分るか紹介し一でお

こう.それは政府のCentra1BoardofGeophysics

(C.B.G)が発行している“Geophysica1Digest"で

これは年4回出版されている.毎号その内容は次の

順序でしるされ

①Genera1(一般)②Meteoro1ogy(気象学)⑥Hydrology

(水理学)④Oceanograpby(海洋学)⑤Seismology(地震

学)⑥Volcano1ogy&Geochromlogy(火山学および地球

年代学)⑦Geomagnetism&Aeronomy(地磁気及び航空

学)⑧Geodesy(測地学)⑨ExplorationGeophysics(物

理探査)⑩Tectonophysics(構造地球物理学)⑩Academic

Studies&Awardsi■Geophysics(学術研究ならびに地

球物理学の進展)⑫Books&Joumals(書籍･雑誌)

そしてそれぞれについて必要な事がらがのべられてい

る画事務局の宛名は

��牡���潦�潰�������瑯���琬

Ca-cuttか16INDIAである.現在は創刊以来ちょう

ど10年目になる.たお物理探査関係については1959

年1月から物理探査委員会がC.B.Gの中にできて

Dr.B.C.Roy･…Director,Geologica1SurveyofIndia.

��畴�

Dr.M.B.RamachandraRao･…DirectorofGeophysi-

�佩���牡�慳��楳�潮��牡��

����物獨���摯晴���牴浥�潦�潰�

�����桲慕�癥�楴�坡��爀

Dr亜しN由Ka量旦訟鯛卿･…C賦磁GeQ憂by§id就咀G鋤1Q敏蝸1

ルルギ大学本館�



一45

が存景教授としてきておられすでに色々の出版物にそ

の内容や感想を書いておられると思うのでここにはそ

れは省略する.ただこの大学は1847年ThOmas㎝

CollegeofEngineeringとしてスタｰトし1949年現

在の大学名どたり現在インドの科学技術方面第一線に

数多くの若い優秀た人を出していることだけをしるして

おくこの大学で物理探査の講義を行なった他吉川さん

ととインドの科学教育や研究技術の問題について話し

合った.その上久し振りに手製の日本料理にな｡､たこ

とは忘れることができ扱い.私は大学のホステ1レにと

めていただいたが自室から見える白雪がいがいたるヒ

マラヤの美しい嶺々は今もほうふっとして目の前に浮か

んでくるような気がする.吉川さんはこの大学でなか

なか厳しい教育方針をとっておられわが身に引きくら

べいささか感ずるところがあった.その一面学生と

も非常に親しくつきあい私の滞在中にも構内の立派な

プｰノレで水泳大会があったが吉川さんはザブンと飛込

み気持ちのよい泳ぎぶりを披露しておられた.当大

学の総長Dr･んN.KhOslaは吉川さんと私たちのため

にティｰパｰティｰを催され他の客員教授達と一諸にご

厚意にこたえてよもやまの話に花を咲かせた.

ルｰノレキｰ滞在中には建築研究所(Centra1BuiIdi㎎

ResearchInstitute)もたずねることができた.ここ

で印象に残っているのは色々の岩石試料の強度実験をや

っていることであった.私の背の高さの3倍位ある

Un三versalbuildingmateria1testingmachineを使っ

て500トンまでの荷重の実験を見せてくれた.ルｰル

キｰから汽車でニュｰデリｰに戻り10目ばかりの旅行後

ニュｰデリｰからハイデラバｰドヘ飛行1幾で帰った.

11月を私は非常に忙しく送った.というのは講義ゼ

ミナｰノレの他にヨｰロッパヘの旅行の準備をしたからで

あった.ケンブリッジに滞在中の柴田賢氏(地質調査

所)はじめ多くの人に手紙を書いて問い合せたり旅行

の手続きをしたりヨｰロッバ旅行の一番の目的はこ

の年の12月はじめパリで行なわれるE.A.E田G.(Europ鎚n

AssociationofExplorationGeo曲ysicists)に出席し

て講演をすることにあった.その講演の内容はインド

の花崩岩中を伝わる地震波速度の問題でそれについて

の準備にも大わらわであった.その一方この機会に

ヨｰロッパにおける物理探査事情を知ることも目的の1

っであったので大学の人たちから紹介状を出してもら

ったりした.

さてこの頃京大アフガニスタン調査から日本への帰途

地質調査所の沢目ヨ秀穂氏がわざわざ寄り道をしてハイデ

ラバｰドに私をたずねて下さ･､た.こσ)ことは私を非

常に勇気づけてくれた.私は地球物理物理櫟食に匂

いては講義や実習の他ゼミナｰル共同研究努を通じ

て日本の実状のいくらかは紹介しえたように思う抽む､

かし地質に関しては自分が専門でたいので諦が蓬て欲し

いと思一､ていたところであった.そこへ沢陶凄んがこ

られたので早速特別講義をやっていただいた.わずか

2･3目の滞在ではあったが学生にも非常に喜ばれた

言刮ま戻るがヨｰロッパ行きの計画やインド側の要望で

私の今回の滞印を多少延期することなどにつき地質調

査所の兼子所長からはいろいろと私を元気ずける処置を

とられ異郷にいて心のあたたまる思いがした罰

この頃になると私はしばしば大学の評議会(s抑狐

Cate)に出席し大学の地質学教室や将来地球物理学

教室を作ることについての相談をうけた.月半ばから

は12月中に予定していた講義をまとめて行なった咀

いそがしく立働いている中に11月はパタパタと過ぎ去･っ

た.12月2目午後ノ･イデラバｰドをあとにし.てボン

ベｰに飛んだ.私の心は生き生きとしていた｡

1年間のインド生活でなすべきことはや･ってきたし巌

た英語にも自信がついてきていた.ヨｰりパ仰)学

会や研究所訪問の夢を胸に抱いて幸福であった.いろ

いろと故国のことなども頭に去来する間に早やボンベ

ｰの国際空港についていた.小憩の後エア･インディ

アのボｰイング707に乗りこんだ.ジェットエンジン

のスタｰトする音と共に機は静かに滑走路についた.

コントロｰルタワｰからの信号で飛行機はボンベイを離

れた.相変らずボンベイの夜景は美しい.楽しい私

の夢をのせて機は(ベイルｰト経由)一路Pシドンに向け

出発した.軽い振動音を耳にし恋がら疲れのせいか

いつの間にか深い眠りについていた.

(筆首は物理探査部試験課長)

ル･ルキに必る建鮒'所�
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1沙川郎技官

徳永重光蜘1τ

蔵田延男披竹

砂川技官米･英｡

仏の各国へ出張

地質調査所技術部地球化学課砂川

一郎技官はワシントンで開かれる

第3回国際鉱物学会ならびにパリ

で行なわれる国際クイアモンドシン

ポジウムに出席のため去る4月9

目羽1王1溌幽張した帰国は6月

上句の予定

徳永技官アメリカヘ

地質調査所燃料部石炭裸徳永重元

披會はアメリカ合衆国アリゾナ大学

で開催される第1回世界花粉学会議

に出席のため4月18日羽田発出張し

た会識終了後アメリカ西部講州

における花粉学応用面を視察し5月

中旬帰国の予定

蔵田技官バン=1ツクヘ出張

地質部]二葉用水課長蔵旧延男授官

は4月24日からクイ国のバンコ

ゥクで開かれる国連主催の地ド水

開発に関する地域セミナｰに出席の

ため4月23日羽日ヨ発出張した

なお同技富はセミナｰ毒冬r後フ

イリピンに立寄り5月中旬帰国の

予定である

四国駐在員撃務所移転す

四国駐在員事務所は昭和37年3月26日下記

へ移転しました

高松市6番町1-2四国通産局内Te1(高松3)3254

地質調査所四国駐在員事務所

r交通｣.商松駅罫汽=行r5番丁｣下車

バス

･地質調査所の出版物…･

･地質調査所月報(第13巻第2号)

報文

小西泰次郎･森和雄･雌質旺:石狩低地帯北束部･砂川低地帯

東部〕二業用水源地域調査報告

一工業後進地域調査第1報一

小酉泰次郎･永井茂:北.U■1中流右樺一関･水沢地区]二巣用水燐蟻

査報告一工業後進地域調査第2報一

尾崎次男･岸禾口男･本間一郎･武井由､乞･比留川賛:静岡

県大井111扇状地工業用水源地域調査報告

一東海地域調査第互2報一

村下微夫･野間泰二･岸和男1池思喜代治;撚鋤1油､皇び抑3

周辺の被圧地下水

商橋調:冷却排水地下鎧流/ご鱗する繊査餓告

2･桃1二菓削{"至く｡K.1こおける試験納畑1･ll1搬紛

繊織

愛嬢燦鍬寸鍬い熟榊i鉱1亘1専パｰ鶯叩イト鉱燃

チ孝野葛ノ[Llドｰ]マイト鉱演{

青森県八戸の底質について

資料

Laus帥ne地方における第三紀漸新統中新統のmolasse

に関する岩石学的研究

･地質調査所月報(第13巻第3号)

報文

倉沢一･商橋清:長崎県五島列島福江島玄武岩類の化学的性質

服部官雄:本邦砂鉄の構成鉱物と粒度分布について

一*邦の含チクン砂鉄資源補j適一

雌川二紀､ヒ:大1-1白一二について

搾木文男:余良県榊生水銀鉱山の鉱床について

滴島信之:高知県鏡州ダム建設に伴う発電所計画地の地質

小谷良隆･斎藤友三郎:福片県文轟鉱山矢ノ谷地星の物理探鉱

一高温望交代鉱床に対する自然電位法の適応性について一･

概報

11111県錦川水系宇雌川宇佐郷および深須グム予定地点付近の地質

GS式空中写貞視溢測定裸について

資料

ソj璽非阿こおける上山球化1羊

ソピエトの新しいボｰリング機

･地質調査所発行の出版物について

地質調査所で発行している出版物(地質調査所月報･地質

調査所報害各種地質図幅その他)は下記で販売してお

ります

東京部千代田区二番町12

東京地学協会Tel(331)0809

なお地質ニュｰスは下記へお申込み下さい(年極読

昔に限り特別価格で碩布しております)

東京都千代田区九段4のユ1

株式会杜実業公報杜Tel(331)7173･9387

あとがき

･地質調査所創立80周年ならびに本誌創刊10周年を記念して特別号

r目本の鉄鉱資源｣を来る7月発行の予定ですがその内容の一部を

ご紹介するとc鉄とに阿か②鉄と生活③戯はどのように

して作られるか④鉄の歴史⑤わが国の鉄鉱業と製鉄幾の拙'

たち⑥わが国D鉄鉱資源と開発状況⑦鉄鉱石の種類と生産量

の推移⑧輸入鉄拡刷こついてなどでこの本1冊で日本の鉄鉱

1薬のすぺてを把糧でき闘係方面の方々はもちろん一般の地学愛卿

の方々にも貴重な資料となることと考えております

なお本文挿入写貞図面は177枚付表63閑来上り100貢余で本

号に限り特別価格で一榊二鰯オ1五予憲ですが年極読者にはサｰビスい

たしますこの際新蝿牢極晒読音のご紹介をお願いします

･今月かll･竈回にわたり燃料資源の探鉱闘発上の地質学的な色々な問

題を具体的に述ぺながら解説をカロえることにした世聞一般には科

学的な基破調査をおろそかにして投下資本の回収はもちろん多大の

損失をまねく例は少なくないので是非一読をお願いする次第

･地質調査所では葛ア竿度事薬計画を発表したそれによると本年度

は犬陸棚蜘質･ヘリウノ･資源･海外地質･地質絶対年代･空中写貞地

質等々に重点をおいて調郵汗究をする(H生)

地質ニュｰス

昭和37年5月25日

編集

発行人

発行所

印刷所

第93号5月号

完…{1冊\100『=12

発行

工業技術院地質調査所

吉富保重

株式会杜実業公報社

東京部千代田区九段4の11

Te1､(331)7173･9387

振替口座東京32466

共同印刷株式会社�




